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第 5 章では、ソリッドワイヤのヒューム発生現象について検討し、ソリッドワイヤ中の Mn、 Si、 Ti、 Al の増加
及びC 、 S の減少によって、ヒューム発生量は減少することを示しているo また、ヒューム発生量の増減は、ソリッ
ドワイヤ固有のアーク短絡の現象によって支配されることを明らかにしている。
第 6 章では、フラックス入りワイヤのヒューム発生量に及ぼす溶接条件及びワイヤ組成の影響に関して調査してい
る o フラックス中の CaF2の減少、 Ti02、 Fe-Si、 Ab03の増加によってヒューム発生量は減少する傾向にあり、この


























の C 、 S 成分の減少、 Mn、 Si、 Ti、 AI のそれぞれの成分の増加によって、ヒューム発生量は減少する傾向にあ




ワイヤ組成の影響についても把握している o ブラックス中の CaF2の減少、 Ti02、 Fe-Si、 Al203の増加によって、
ヒューム発生量は減少する傾向にあるが、 Fe-Mn と鉄粉の影響はあまりないことを示し、この現象はフラック
ス成分の蒸気圧の大小と関連づけられることを明らかにしている。また、ワイヤ中の C量の減少によりヒューム
発生量は著しく低減し、特に外皮金属及び潤滑剤中の C量の影響が大きく、この結果は懸垂溶滴において生じる
CO ガスの爆発の大小で説明されることを示している o
以上のように、本論文は、各種溶接材料の溶接ヒュームの低減策に係わる基礎的検討を行い、ヒューム低減のため
に有益な具体策を提言している。また、ここでの基礎的知見を基に、ヒューム発生量を10-40%減少させ得る各種溶
接材料を開発・実用化している o 本研究で得られた成果は、将来における更に高グレードの低ヒューム溶接材料の開
発のための指針も与えており、この分野の発展に寄与するところが大き~\。よって、本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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